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は じ め に

われわれは術前に胃粘膜下腫瘍および胃癌と

診断,胃 切除術を施行 し,術 後の病理検査で胃

粘膜下腫瘍がグロームス腫瘍と診断された稀な

1例 を経験したので報告する.

症 例

患 者 67歳 男性

主 訴 吐血

家族歴 父親が脳出血で死亡

既往歴 60歳より気管支喘息,肺 気腫で内科

治療 を受 け,65歳 時に脳 血栓 症 の ため右下 肢不

全 麻痺 とな った.

現病 歴 平 成4年1月25日 に 喘息発 作 で当 院

入院 し,26日 に吐血 が あ り緊急 内視鏡 が行 わ れ,

胃癌 出血,胃 粘 膜下 腫瘍 と診断 され た.

現 症 身長160cm,体 重45kg.血 圧120～70

mmHg.貧 血,黄 疸 な く,表 在性 リンパ 節は 触

知 しな い.胸 部 理 学所 見は 喘息音 を聴 取す るが,

腹部理 学 所見 は異 常 を認め なか っ た.

血 液検 査 お よび呼吸機 能検 査 表1に 示す.

Table 1 Results of Laboratory Tests and Respiratory Function Tests

胃検査 胃透視は前庭部大弯に隆起性病変

を,同 小弯側に周堤を有する潰瘍病変を認め,
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胃内視鏡 は正 常 な粘 膜 におお われ た半球 状 の粘

膜下 腫瘍 とBorrmannⅢ 型の 胃癌 を認 め る(図

1).

以上 の結果 よ り胃粘膜 下腫 瘍お よび 胃癌 と術

前 診断 し平成4年3月2日 に 開腹術 を行 った.

手術所 見 粘 膜下腫 瘍 は胃壁 に限 局 していた.

胃癌 は漿 膜へ 浸潤 し,リ ンパ 節転移 は な く,肝

転移 な く,腹 膜播 種 も認 め られ なか った.術 式

は 第1群 リンパ節 郭 清 を伴 う幽門側 普通 切除 と

しBillroth Ⅱ法 で再建 した.

摘 出 標 本 肉 眼 所 見 胃前 庭 部 大 弯 後 壁 に

2.5×2.5cm大 の粘 膜 下腫 瘍 をみ,粘 膜面 は正 常

胃粘 膜 にお お われ,漿 膜 面は腫 瘍 と癒着 してい

た.腫 瘍の割 面 は筋 層 内に限局 した暗赤 色の 充

実性 腫 瘍 で,弾 性 軟 で あっ た.前 庭 部小 弯前 壁

には2.0×1.0cm大 のBorrmannⅢ 型 胃癌 をみた.

病 理 学 所 見 粘 膜 下 腫 瘍 は2.5×2.5×1.0cm

大 の充実 性結 節 で 固有 筋 層 を中心 に粘膜 下お よ

び漿 膜下 組織 にあ り,周 囲組織 と明瞭 に境界 さ

れ てい るが被 膜 は有 しない(図2).腫 瘍 細胞 は

小 型で 中等量 の染 色質 を入れ た類 円形核 と明 る

い 胞体 を有 し,細 胞境 界 は明瞭 で あ る.腫 瘍 細

胞 が血管 内皮 細胞 列 にそ って並 ぶ性 格が 随所 に

み られ る(図3).銀 染 色 では格 子線 維が個 々 の

腫 瘍 細 胞 を 囲 み 細 網 眼 構 造 を呈 し て い た.

Grimelius法 で胞体 内に銀親 和 性顆 粒 は証明 さ

れ ない.ホ ルマ リン固定 資料 での電 顕所 見は,

ほぼ均 一 な腫 瘍細 胞 が密在 し,細 胞 間 にdense

 basal laminaが 形 成 され,胞 体 最外 縁 に 多数 の

pinocytotic vesiclesが 列 を作 り,胞 体 内 に

dense bodiesを そ なえ たcytoplasmic myofila

mentsが 認め られ た(図4).パ ラフ ィン切片 で

の免疫 染色 成績 はDesmin, Actinが 陽性 で,

Keratin, Vimentin, LCA, FactorⅧ, SIOO,

 chromogramin A, Synaptophysinは 陰 性 であ

る.

術 後 経過 経 過 は良好 で あ り,術 後5年6ヵ

月 をへ た現在 では再 発 もな く元 気 で生 活 して い

る.

Fig. 1 Gastroscopy demonstrated a submucosal 

tumor in the antrum on the greater cur

vature and gastric cancer on the lesser 

curvature.

Fig. 2 Histological examination showed that 
the gastric glomus tumor is localized to 
the muscularis propria and covered with 
normal mucosa (hematoxylin-eosin 
stein).

Fig. 3 Numerous small vessels are seen. Uni
form, small tumor cells with ovoid or 
round nuclei and a hyalinized stroma are 
seen around the endothelial cells 
(hematoxylin-eosin stein).

考 案

グロームス腫瘍は一般的に四肢特に瓜床に好

発し,有 痛性の赤紫色の病巣を形成する良性腫
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瘍 で あ るが1),軟 部 組 織 以 外 に 胃,腎,子 宮,膣,

縦 隔,気 管,骨 に も稀 に 発 生 す る2).

Fig. 4 An electron micrograph reveals that the 

tumor cells have pinocytotic vesicles 

and that their cytoplasm contains 

numerous myofilaments with dense 

bodies.

胃グ ロー ム ス腫 瘍 の本 邦 におけ る誌上 の報 告

例 は庄 司 ら3)4)の報告 を第1例 として,こ れ まで

にわれわれの症 例 を含めて50例 である(表23～24)).

胃グ ロー ム ス腫 瘍 は本 邦報告 例(表2)で は

年齢 は23歳 か ら74歳 に わた り,平 均年齢 は48歳

で あ り,性 別 は男性19例,女 性31例 と女性 に多

いが,欧 米 での72例 の集 計報告2)で は18歳 か ら89

歳 にわた り平均 年齢 は58歳,男 性37例,女 性35

例 であ り性 差 はみ られ ない.症 状 は本 邦,欧 米

と もに上腹 部痛,不 快 感,膨 満 感,吐 血 ・下 血

な ど胃部症 状が 大部分 を 占め て い る.胃 グ ロー

ム ス腫 瘍 は本邦 で は全 例 が単発 性 で,発 生部 位

は 多 くが前 庭部 大弯側 で,前 後 壁 はほ ぼ 同数 に

み られ,大 きさは0.7か ら4.5cmで 平 均2.7cmで あ

り,欧 米 で の報告 もほぼ 同様 であ るが2)25),多発

した1例 の報告 がみ られ る26).

胃バ リウム透視 検査 では腫瘍 は境界 の明 瞭 な

陰影欠 損 を呈 し,内 視 鏡検 査 で は正常粘 膜 にお

おわれ た半球 状 の粘膜 下腫 瘤 を呈 す るの であ る

が,腫 瘤 粘膜 面 の潰瘍 形成 を呈 す る症例 もあ り,

その頻度 は本邦報 告例 の23%,欧 米報 告の26%25)

にみ られ る.

胃グロー ムス腫 瘍に併 存 した 胃癌 は山際 ら5)の

報告 が 第1例 で あ り,わ れ われ の症例 が2例 目

で あ る.

術 前診 断は 胃粘膜 下腫 瘍 とす る症例 が 多いが,

1980年 代 に な りhot biopsy13),エ タ ノー ル局 注

下生検14)が と り入れ られ 生検 技術 が 向上 してい

る もの のカル チ ノイ ド14)と生検 診断 され てい る

症例 もあ り,胃 グロー ム ス腫 瘍 の生検 組 織診 の

困難 性が うか が え る.

胃血管 造影検 査 で は グローム ス腫瘍 は血管新

生,A-Vシ ャン ト,腫 瘍 濃染像 を呈 す るが,血

管造影 診 断 は平 滑 筋腫15),血 管増 生 を伴 う粘 膜

下腫 瘍17)に とど まって い る.

超 音波 内視鏡 検査 では腫 瘍は 筋層 内 に限局 す

る類 円形像 を呈 し,内 部 エ コー は不均 一 で高 エ

コ ー ス ポ ッ トが 散 在 す る と 報 告 さ れ て い

る21,23,27).

胃 グロー ムス腫 瘍の外 科 治療 は,本 邦,欧 米

と もに術 前診 断が 胃粘 膜下腫 瘍 に とど まっ てい

るため に 胃切 除術 が施 行 され てい るが,術 前 に

グロー ムス腫 瘍 と診断 され れば腫 瘍核 出術 の適

応 とな る.

胃 グロー ムス腫 瘍の病 理 学的 事項 で あ るが,

グロー ムス腫瘍 は グロー ムス体 よ り発 生 す るが,

その 発生 由来 は電 顕 また免 疫組 織化 学検 討 に よ

り血 管平 滑筋 細胞 由来 とす る報 告が 多い29).

本 症 例 の 電 顕 所 見 はbasal lamina, pino

cytotic vessicle, cytoplastic myofilamentsが

み られ,免 疫染 色 で はdesmin, actin陽 性 であ

るこ とよ り平 滑 筋由来 の 胃グロー ム ス腫 瘍 と診

断 した.

胃 グロー ムス腫 瘍 の予 後 は,本 邦例 で は短期

間 の経過 観察 例 が大 多数 で あるが6年8),5年10)

の経 過例 では再 発の徴 候 は な く,欧 米 の グ ロー

ムス腫 瘍12例 の 報告 で は平均63ヵ 月の 経過 観察

が行 われ ているが再発 症例 は な く30),非手術 によ

り20年 間 の長期 観察 が行 わ れた1剖 検 例 の報告

で も転 移 は認め られてい ない31),本症例 は術 後5

年 を経過 す るが再 発 は な く日常生 活 を送 っ てい

る.

稿 を終 えるにあた り,ご 指導 をいただいた岡山大

学医学部第二病理学教室赤木制二先生に深謝いた し

ます.
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Talbe 2 Summary of Cases of Glomus Tumor of the Stomach Reported in Japan
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The patient was a 67-year-old man who vomitted blood during therapy while hospitalized 

due to an asthma attack. He underwent a gastric examination, which detected a submucosal 

tumor on the greater curvature of the gastric antrum and gastric cancer on the lesser 

curvature. This tumor was diagnosed as a glomus tumor by postoperative pathological exami

nation.

In Japan, glomus tumors of stomach have been reported in 50 cases including our case. The 

mean age of patients was 48 years (23 to 74). Nineteen patients were male and 31 female. The 

main symptom was upper abdominal pain. The tumors developed in the submucosal layer of the 

greater curvature in the antrum and the mean size was 2.8cm. A Angiography revealed 
hypervascularization and endoscopic ultrasonography showed spheroid tumors localized in the 

muscle layer. Preoperative histological diagnoses were often difficult. Two cases including our 

patient were associated with gastric cancer.


